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厚生労働科学研究委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 

委託業務成果報告（総括） 

高度リンパ節転移を有する HER2 陽性胃癌に対する術前 trastuzumab 併用化学療法の意義に関する 

臨床試験 

 

研究代表者 寺島 雅典 静岡県立静岡がんセンター 胃外科部長 

高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌を対象として、Tmab併用による術前化学療法の安全性、有

効性を検討する、日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の多施設共同ランダム化第II相試験を企画し

た。本研究では企業から薬剤の無償提供を受けて、先進医療Bに申請して実施する事とし、予定登

録症例数は130例、予定登録期間は3年とし、登録終了3年後に主たる解析を実施する予定である。 

平成26年度中にプロトコールは完成し、先進医療Bの承認も得られた。今後、患者登録を推進して

いく予定である。また、Tmabの効果予測因子を検索する附随研究も併せて実施する予定である。 

 

① プロトコール作成・先進医療申請 

ａ. プロジェクト推進 

ｂ. プロトコール作成 

寺島雅典 静岡県立静岡がんセンター 胃外科

部長 

徳永正則 静岡県立静岡がんセンター 胃外科

医長  

町田 望 静岡県立静岡がんセンター 消化器

内科医長 

ｃ．先進医療への申請 

笹子三津留 兵庫医科大学 上部消化管外科 

教授 

② 臨床試験推進 

 a. 症例登録の推進 

 b. 登録状況の確認 

滝口伸浩 千葉県がんセンター 消化器外科 

臨床検査部長 

田邊和照 広島大学病院 歯薬保健学研究院 

講師  

高木正和 静岡県立総合病院 消化器センター 

 

副院長 

藤谷和正 大阪府立急性期・総合医療センター 

消化器外科主任部長 

平尾素宏 国立病院機構大阪医療センター 上

部消化器外科 科長 

井上健太郎 関西医科大学付属枚方病院 外科

准教授  

稲木紀幸 石川県立中央病院 消化器外科 診

療部長 

掛地吉弘 神戸大学大学院 食道胃腸外科学分

野 教授 

大野 聡 福山市民病院 外科 がん診療統括

部長 

今本治彦 近畿大学医学部 外科 教授 

岩崎善毅 東京都立駒込病院 外科 部長 

桜本信一 埼玉医科大学国際医療センター上部

消化管外科 教授 

衛藤 剛 大分大学医学部消化器外科・小児外科

講師 

藤谷恒明 宮城県立がんセンター消化器外科 
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医療局長 

春田 周宇介 虎の門病院 

長 晴彦 神奈川県立がんセンター 消化器外

科医長 

③ 附随研究事業 

谷口浩也 愛知県立がんセンター中央病院薬物

療法部 医長 

 

Ａ．研究目的                    

 高度リンパ節転移を有する進行胃癌は予後不

良であり、現在、治療成績の向上を目指して三剤

併用療法による術前化学療法の効果が検討され

ている。 

一方、human epidermal growth factor receptor 

type2（HER2）は細胞増殖因子受容体であり、HER2

陽性乳癌においては抗HER2抗体trastuzumab

（Tmab）の有効性が確認され、独立した疾患群と

して治療法が開発されてきた。 

胃癌においてもHER2陽性の切除不能・再発例で

Tmabの上乗せ効果が証明され、今後HER2陽性胃癌

も独立した疾患群として治療開発が進むものと

考えられる。そこで、本研究では、高度リンパ節

転移を有するHER2陽性胃癌を対象として、Tmab併

用による術前化学療法の安全性、有効性を検討す

る。 

 

Ｂ．研究方法 

  対象は、高度リンパ節転移を有する HER2

陽性胃癌とし、日本臨床腫瘍研究グループ

（JCOG）の多施設共同ランダム化第 II 相試験と

して実施する。対象患者を、術前化学療法群、術

前化学療法＋Tmab 群にランダム化し、術前治療

を実施する。腫瘍縮小効果を評価した後に、リン

パ節郭清を伴う胃切除術を施行する。術後は S-1

補助化学療法を 1 年間行う。 

 Primary endpoint は全生存期間、secondary 

endpoints は奏効割合、根治切除割合、治療完遂

割合、組織学的奏効割合、有害事象発生割合。予

定患者登録数は両群で 130 例である。 

 本研究は企業から薬剤の無償提供を受けて、先

進医療 B に申請して実施する。 予定登録期間は

3 年とし、登録終了 3 年後に主たる解析を実施す

る。本研究の結果、Tmab の大きな上乗せ効果が

認められ、医学薬学上公知とみなし得る状況であ

れば公知申請を行う。一方、Tmab の上乗せ効果

が公知とみなし得る状況にない場合は第 III 相試

験を計画・実施する。 

 また、Tmabの効果予測因子を検索する附随研

究も併せて実施する。 

（倫理面への配慮） 

 本試験に関係するすべての研究者は、ヘルシン

キ宣言および臨床研究に関する倫理指針にした

がって本試験を実施し，説明と同意，個人情報の

保護，第三者による監視について厳守する。 

 

Ｃ．研究結果 

本研究では①プロトコール作成・先進医療申請事

業、②臨床試験推進事業、③付随研究事業に分け

て研究を推進してきた。詳細に関しては各事業の

報告書に譲り、ここではその要約のみ記載する。 

 ①プロトコール推進。先進医療申請事業におい

ては、プロトコールは予定通りに完成し、平成 26

年 8 月に先進医療 B に申請し、平成 26 年 12 月

に先進医療の承認が得られた。論文投稿時に要求

されるプロトコールの英文翻訳に関しても完成

させた。 

 ②臨床試験推進事業では、主たる施設の先進医

療承認を受け、協力施設に対して IRB 申請、先進

医療申請の援助を実施している。また、インター

ネットを利用した電子登録システムを整備した。 
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 ③附随研究実施事業に関しては、効果予測、治

療抵抗性予測因子の探索方法について検討し、患

者血清並びに、腫瘍組織を用いた網羅的遺伝子解

析を実施する方針を決定した。 

Ｄ．考察   

 本試験は、これまで予後不良とされてきた高度

リンパ節転移症例に対する周術期の分子標的治

療薬の効果を我が国で初めて検討する画期的な

臨床試験である。HER2陽性胃癌を対象とし、Tmab

を併用した同様な臨床第II相試験がドイツやス

ペインで実施された。単一アームの試験であった

ものの、病理学的完全奏効(pCR)割合が10〜20%と

高く、生存期間の延長が期待される。本試験はラ

ンダム化試験であるため、Tmabの上乗せ効果を直

接的に評価できる点で意義が大きいものと考え

られる。また、附随研究として網羅的な遺伝子発

現解析を実施する事により、Tmabに対する効果予

測因子、治療抵抗性因子を探索する事が可能とな

り、今後の実地臨床に大きなインパクトを与える

ものと思われる。 

 研究そのものの進捗状況は概ね計画通りであ

り、次年度以降患者登録を推進していく予定であ

る。 

 

Ｅ.結論 

 高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌に対

する術前trastuzumab 併用化学療法の意義に関

する臨床試験を企画し、先進医療Bの承認が得ら

れた。今後、患者登録を推進するとともに、バイ

オマーカー探索を目的とした不随研究も行う予

定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 報告すべき事項なし。 

 

Ｇ．研究発表 

 別紙参照 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得  

なし 

２. 実用新案登録 

なし 

３.その他 

なし 
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厚生労働科学研究委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 

委託業務成果報告（プロトコール作成・先進医療申請） 

 

高度リンパ節転移を有する HER2 陽性胃癌に対する術前 trastuzumab 併用化学療法の意義に関する 

臨床試験 

 

研究代表者 寺島 雅典 静岡県立静岡がんセンター 胃外科部長 

高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌を対象として、Tmab併用による術前化学療法の安全性、有

効性を検討する、日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の多施設共同ランダム化第II相試験を企画し

た。本研究では企業から薬剤の無償提供を受けて、先進医療Bに申請して実施する事とし、予定登

録症例数は130例、予定登録期間は3年とし、登録終了3年後に主たる解析を実施する予定である。

平成26年度中にプロトコールは完成し、先進医療Bの承認も得られた。今後、患者登録を推進して

いく予定である。 

 

A. 研究目的 

 高度リンパ節転移を有する進行胃癌は根治切

除が可能であっても極めて予後不良であるが、こ

れまで術前cisplatin＋S-1（CS）療法の有効性が

示唆されており（JCOG0405：Tsuburaya A, Br J 

Surg 2014）、さらに現在、術前docetaxel＋

cisplatin＋S-1の3剤併用（DCS）療法の有効性が

検討されている（第II相試験JCOG1002：平成25年

登録終了追跡中）。しかし、あまりに毒性の強い

化学療法を術前に行う事は術後合併症の増加が

懸念されるため、毒性を増強することなく抗腫瘍

効果が得られる分子標的薬を術前化学療法に組

み込む治療戦略に期待が持たれている。 

HER2は細胞増殖因子受容体であり、乳がん領域

ではHER2陽性乳癌は独立した一つの疾患群とし

て治療開発がなされており、周術期化学療法にお

いてもTmabの併用が推奨されている。 

胃癌においても切除不能・再発例でHER2陽性例に

対するTmabの上乗せ延命効果が証明され（ToGA試

験：Bang YJ. Lancet. 2010）、切除不能・再発胃

癌に対する適応拡大が承認されたが、これまで術

前Tmab併用療法に関する報告はなされていない。

胃癌に対する手術成績は我が国と他国との間に

大きな差があるため、手術が含まれる治療は我が

国独自で開発しなければならない。 

従って、本研究では、高度リンパ節転移を有す

るHER2陽性胃癌に対するtrastuzumab（Tmab）併

用術前化学療法の安全性と有効性を評価する事

を目的とする。ただし、HER2陽性胃癌は全胃癌の

12-15％程度と頻度は高くなく、本研究はまずラ

ンダム化第II相試験として行い、その結果によっ

て、Tmabの上乗せ効果が有望であるが確定的でな

い場合には続いて第III相試験を行い、上乗せ効

果が極めて高ければそのまま公知申請につなげ

る。 
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B． 研究方法 

 本研究は、高度リンパ節転移を有するHER2陽性

胃癌を対象として、術前化学療法としてのCS＋

Tmab併用療法の安全性と有効性を評価すること

を目的として実施するランダム化第II相試験で

ある。 

対象は、高度リンパ節転移（A：cT2以深（浸潤

が粘膜下組織を超える）かつ短径15mm以上の所属

リンパ節転移、もしくは、B：bulkyリンパ節転移

またはNo.16a2/b1転移）を有する根治切除可能な

HER2陽性胃癌である。 

適格例を、術前化学療法（CS）群、術前化学療

法＋Tmab（CS+Tmab）群にランダム割付する。術

前治療終了後、Aに対してはD2郭清を、Bに対して

はD2＋大動脈周囲リンパ節郭清を伴う胃切除術

を施行する。術後補助化学療法としてS-1を1年間

内服する。 

Primary endpointは全生存期間、secondary 

endpointsは術前化学療法の奏効割合（RECIST 

v1.1）、根治切除割合、手術までの治療完遂割合、

術後補助化学療法までの治療完遂割合、組織学的

奏効割合、有害事象発生割合とする。 

必要症例数は、CS群の3年生存割合を70％と仮

定、CS+Tmab群で10%の上乗せ効果を期待、α=0.20

（片側）、検出力75％とするとランダム化スクリ

ーニングデザインとして1群あたり63例となる。

若干の不適格例や追跡不能例をみこみ、片群65例、

両群130例とした。登録期間は3年、追跡期間は登

録終了後5年とする。主たる解析は登録終了3年後

に行う。 

 本研究は企業から薬剤の無償提供を受けて、先

進医療Bに申請して実施する。 予定登録期間は3

年とし、登録終了3年後に主たる解析を実施する。

本研究の結果、Tmabの大きな上乗せ効果が認めら

れ、医学薬学上公知とみなし得る状況であれば公

知申請を行う。一方、Tmabの上乗せ効果が公知と

みなし得る状況にない場合は第III相試験を計

画・実施する。 

 また、Tmabの効果予測因子を検索する附随研究

も併せて実施する。 

 本研究事業では、プロトコールを完成させ、先

進医療への申請、プロコールの英訳版の作成、

UMINへの登録などを行う予定とした。 

 

C．研究結果 

 プロトコール作成、先進医療申請事業では、研

究計画書を作成し、先進医療Bへの申請を行った。 

 本研究のプロトコールコンセプトは平成25年6

月29日にJCOG運営委員会の承認を得、その後プロ

トコールの作成に着手した。プロトコールは平成

26年4月7日に完成し、JCOG運営委員会の承認も得

られた。その後、先進医療Bに申請すべく事前相

談に伺ったところ、公知申請に関してPMDAの相談

を勧められ、平成26年4月22日にPMDAを訪問。そ

の結果を踏まえて、平成26年7月17日に先進医療B

に申請。平成26年8月21日開催の技術審査部会に

て｢適｣の判定を受け、先進医療会議で審査を受け

た。その際、プロトコールの一部修正を要求され

たため、プロトコールの一部を改訂。平成26年11

月17日に先進医療の承認が得られた（資料1）。 

 先進医療の承認が得られた後に最終版のプロ

トコール（資料2）、説明同意文書（資料3）、CRF(資

料４)を作成した。また、このプロトコールを元

に、論文投稿時に要求される英語版のプロトコー

ルに関しても翻訳を終了し完成させた（資料5）。 

 現在、UMINへの登録作業を進めている。 

 

D． 考察 

 本試験は、これまで予後不良とされてきた高度

リンパ節転移症例に対する周術期の分子標的治
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療薬の効果を我が国で初めて検討する画期的な

臨床試験である。これまで、HER2陽性胃癌を対象

とし、Tmabを併用した臨床第II相試験がドイツや

スペインで実施されたが、単一アームの試験のた

め、その有用性の評価は困難である。本試験はラ

ンダム化試験であるため、Tmabの上乗せ効果を直

接的に評価できる点で意義が大きいものと考え

られる。しかしながら、本試験の結果をもって公

知申請が可能か否かについてはグループ内でも

議論し、PMDAにも相談に伺ったが、結局のところ

解らないという回答であった。最終的な結果をみ

て判断せざるを得ないため、結果によっては更に

大規模な第III相試験を予定する可能性も否定で

きない。 

 プロトコール作成、先進医療申請に関しては予

定通り進捗したので、今後は患者登録を推進し、

なるべく早期に結果を得て今後の方針を決定し

たい。 

 

E．結論 

 高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌に対

する術前trastuzumab 併用化学療法の意義に関

する臨床試験のプロトコールを完成させ、先進医

療Bの承認が得られた。今後、患者登録を推進す

る予定である。 

 

F．健康危険情報 

 報告すべき事項なし。 

 

G．研究発表 

別紙参照 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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別紙３ 

 

厚生労働科学研究委託費委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 

委託業務成果報告（臨床試験推進） 

 

高度リンパ節転移を有する HER2 陽性胃癌に対する術前 trastuzumab 併用化学療法の意義に関する 

臨床試験 

 

研究代表者 寺島 雅典 静岡県立静岡がんセンター 胃外科部長 

高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌を対象として、Tmab併用による術前化学療法の安全性、有

効性を検討する、日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の多施設共同ランダム化第II相試験を企画し

た。本研究では企業から薬剤の無償提供を受けて、先進医療Bに申請して実施する事とし、予定登

録症例数は130例、予定登録期間は3年とし、登録終了3年後に主たる解析を実施する予定である。 

平成26年度中にプロトコールは完成し、先進医療Bの承認も得られた。今後、協力施設のIRB承認、

先進医療への申請を支援し、患者登録を推進していく予定である。 

 

A. 研究目的 

 高度リンパ節転移を有する進行胃癌は予後不

良であり、治療成績の向上を目指して様々な検討

がなされている。 

 Human epidermal growth factor receptor type2

（HER2）は細胞増殖因子受容体であり、HER2 陽性

乳癌においては抗 HER2 抗体 trastuzumab（Tmab）

の有効性が確認され、独立した疾患群として治療

法が開発されてきた。 

 胃癌においても HER2 陽性の切除不能・再発例

でTmabの上乗せ効果が証明されている。そこで、

本研究では、高度リンパ節転移を有する HER2 陽

性胃癌を対象として、Tmab 併用による術前化学療

法の安全性、有効性を検討する。 

 

B． 研究方法 

 対象は、高度リンパ節転移を有する HER2 陽性

胃癌とし、日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の

多施設共同ランダム化第 II 相試験として実施す

る。対象患者を、術前化学療法群、術前化学療法

＋Tmab 群にランダム化し、術前治療を実施する。

腫瘍縮小効果を評価した後に、リンパ節郭清を伴

う胃切除術を施行する。術後は S-1 補助化学療法

を 1年間行う。 

 Primary endpoint は全生存期間、secondary 

endpoints は奏効割合、根治切除割合、治療完遂

割合、組織学的奏効割合、有害事象発生割合。予

定患者登録数は両群で 130 例である。 

 本研究は企業から薬剤の無償提供を受けて、先

進医療 Bに申請して実施する。予定登録期間は 3

年とし、登録終了3年後に主たる解析を実施する。 

 本研究事業では、協力施設に対して先進医療 B

への申請を援助し、なるべく早期に患者登録が可

能となるように推進する。また、インターネット

上で患者登録、CRF 記入が可能となる electronic 

data capture (EDC) システムも構築する。 

 

C．研究結果 
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 本研究のプロトコールは平成 26 年 4月 7日に

完成し、平成26年7月17日に先進医療Bに申請。

平成 26 年 11 月 17 日に先進医療の承認が得られ

た。 

 現在、静岡がんセンターと国立がんセンターの

2施設で先進医療の承認が得られている。JCOG 胃

癌グループ参加54施設に対して、プロトコール、

患者説明・同意文書、CRF などを配布し、施設の

IRB 承認を促している。また先進医療への申請に

関しては、JCOG データセンターが支援し、各施設

の事務担当者と連携しつつ今後順次申請する予

定である。 

 EDC システム（JCOG Web Entry System）に関し

ても既に本試験用のシステムが完成しており、運

用可能な状態となっている。 

 今後、倫理委員会承認、先進医療承認が得られ

た施設から患者登録を開始する予定である。 

 

D． 考察 

 本試験は、これまで予後不良とされてきた高度

リンパ節転移症例に対する周術期の分子標的治

療薬の効果を我が国で初めて検討する画期的な

臨床試験である。しかしながら、JCOG 胃がんグル

ープとしては先進医療制度を利用した初めての

臨床試験となるため、各施設の登録開始までにか

なりの時間を要する事が予想される。また、もと

もと HER2 陽性胃癌の頻度は 10〜15％しかないた

め、適格症例を見落とさずに円滑に登録するよう

各施設に働きかける必要がある。 

 

E．結論 

 先進医療制度下で行う高度リンパ節転移を有

する HER2 陽性胃癌に対する術前 trastuzumab 併

用化学療法の意義に関する臨床試験に関して、参

加施設の先進医療申請が円滑に行われるよう支

援を行った。今後は円滑な患者登録が可能となる

よう援助していく予定である。 

 

F．健康危険情報 

 報告すべき事項なし。 

 

G．研究発表 

 別紙参照 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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別紙３ 

 

厚生労働科学研究委託費委託費（革新的がん医療実用化研究事業） 

委託業務成果報告（附随研究） 

 

高度リンパ節転移を有する HER2 陽性胃癌に対する術前 trastuzumab 併用化学療法の意義に関する 

臨床試験 

 

研究代表者 寺島 雅典 静岡県立静岡がんセンター 胃外科部長 

高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌を対象として、Tmab併用による術前化学療法の安全性、有

効性を検討する、日本臨床腫瘍研究グループ（JCOG）の多施設共同ランダム化第II相試験を企画し

た。本研究では附随研究として、Tmabの効果予測因子、抵抗性予測因子を検索する網羅的遺伝子解

析をBio Bank Japanに委託して行う予定である。 

 

A. 研究目的 

 Human epidermal growth factor receptor type2

（HER2）は細胞増殖因子受容体であり、HER2 陽性

乳癌においては抗 HER2 抗体 trastuzumab（Tmab）

の有効性が確認され、独立した疾患群として治療

法が開発されてきた。 

 胃癌においても HER2 陽性の切除不能・再発例

で Tmab の上乗せ効果が証明されている。しかし

ながら、Tmab の効果予測や治療抵抗性予測に関す

るバイオマーカーはこれまで確立されていない。   

 そこで、本研究では、｢高度リンパ節転移を有す

る HER2 陽性胃癌に対する術前 trastuzumab 併用

化学療法の意義に関する臨床試験｣に参加した患

者から検体を採取し、Tmab の治療効果予測因子並

びに治療抵抗性因子に関して探索する事を目的

とする。 

 

B． 研究方法 

 ｢高度リンパ節転移を有するHER2陽性胃癌に対

する術前 trastuzumab 併用化学療法の意義に関

する臨床試験｣ は、高度リンパ節転移を有する

HER2 陽性胃癌とし、日本臨床腫瘍研究グループ

（JCOG）の多施設共同ランダム化第 II 相試験と

して実施される。対象患者を、術前化学療法群、

術前化学療法＋Tmab 群にランダム化し、術前治療

を実施する。腫瘍縮小効果を評価した後に、リン

パ節郭清を伴う胃切除術を施行する。術後は S-1

補助化学療法を 1年間行う。 

 Primary endpoint は全生存期間、secondary 

endpoints は奏効割合、根治切除割合、治療完遂

割合、組織学的奏効割合、有害事象発生割合。予

定患者登録数は両群で 130 例である。 

 本研究事業では、Tmab の治療効果予測因子、治

療抵抗性因子を探索するための至適な研究方法

に関して検討を行った。 

 

C．研究結果 

 本臨床試験では、術前に Tmab を投与する事か

ら、術前組織（血液）検体、手術組織検体を用い

た解析によりTmabの効果予測因子･治療抵抗性因

子を明らかにできると考えた。 



- 2 - 

 更に研究経費や効率などの点から、JCOG バイオ

バンクのシステムを利用し、Bio Bank Japan にエ

クソーム解析を委託する事が妥当と判断した。 

 現在、附随研究に関する研究計画を作成中であ

る。 

 

D． 考察 

 Tmab に関する効果予測因子に関してはこれま

で明らかにされていない。本研究では術前治療で

ある事から検体へのアクセスは比較的容易と考

えられ、更に対照群が存在する事から Tmab に関

連する遺伝子解析を直接的に解析可能と思われ

る。今後の HER2 陽性胃癌に関する治療に大きな

貢献をもたらす事が予想される。 

 

E．結論 

高度リンパ節転移を有する HER2 陽性胃癌に対す

る術前 trastuzumab 併用化学療法の意義に関す

る臨床試験の附随研究としてバイオマーカー解

析を企画した。 

 

F．健康危険情報 

 報告すべき事項なし。 

 

G．研究発表 

 別紙参照 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし
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様式第１９ 
    

学 会 等 発 表 実 績 

     
委託業務題目「高度リンパ節転移を有する HER2 陽性胃癌に対する術前 trastuzumab 併用 

化学療法の 

              意義に関する臨床試験」 
   

機関名 静岡県立静岡がんセンター 
   

     
１．学会等における口頭・ポスター発表 

   
発表した成果（発表題目、口頭・ポ

スター発表の別） 
発表者氏名 

発表した場所 

（学会等名） 
発表した時期 国内・外の別 

Cardioesophagealcancer（口頭発表） M.Sasako 

 

19th National 

Surgical 

Congress, Antalya 

2014 年 4 月 国外 

Where do we stand in gastric cancer 

surgery?（口頭発表） 
M.Sasako 

 

19th National 

Surgical 

Congress, Antalya 

2014 年 4 月 国外 

胃癌における pStage で層別化した 

cStage と生存転帰との相関－

cStage は術前化学療法の症例選択

の指標となりうるか？－（口頭発表） 

 

坂東悦郎、幕内梨恵、

三木友一朗、徳永正則、

谷澤豊、川村泰一、絹

笠祐介、金本秀行、上

坂克彦、寺島雅典 

第 100 回日本消化

器病学会総、東京 
2014 年 4月 国内 

80 歳以上高齢者における胃癌手術

症例に対する術後補助化学療法の現

状（ポスター発表） 

 

棚橋利行、山口和也、

久野真央、市川賢吾、

八幡和憲、今井寿、佐々

木義之、田中善宏、奥

村直樹、松橋延壽、野

中健一、高橋孝夫、長

田真二、吉田和弘、笹

子三津留 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 



StageIV 胃癌に対する conversion 

therapy の意義（口頭発表） 

 

吉田和弘、山口和也、

奥村直樹、棚橋利行、

田邊和照、鈴木崇久、

大段秀樹 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

胃癌肝転移に対する conversion 

surgery の経験（ポスター発表） 

 

徳本憲昭、田邊和照、

藤國宣明、三隅俊博、

大段秀樹 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

術前補助化学療法後の D2 胃切除術

の危険因子（ポスター発表） 

 

吉川貴己、青山徹、林

勉、田邊和照、西川和

宏、伊藤友一、円谷彰、

森田智視、宮下由美、

坂本純一 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

腹腔鏡下胃切除術で知りえた幽門下

動静脈（IPA,IPV)の解剖とﾘﾝﾊﾟ節分

布（口頭発表） 

 

春田周宇介、篠原尚、

百瀬洸太、小林直、大

倉遊、福井雄大、李世

翼、上野正紀、宇田川

晴司 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

当科での噴門側胃切除後の食道残胃

吻合法について（口頭発表） 

安田篤、今本治彦、曽

我部俊介、錦耕平、岩

間密、牧野知紀、白石

治、新海政幸、今野元

博、古河洋、奥野清隆、

安田卓司 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

当科における腹腔鏡補助下幽門側胃

切除の適応拡大について（ポスター

発表） 

 

淺海信也、井谷史嗣、

中野敢友、久保慎一郎、

大川広、黒瀬洋平、石

井龍宏、 

門田一晃、日置勝義、

吉本匡志、大野聡、金

仁洙、高倉範尚 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 



 

術前化学療法により pCR となった進

行胃癌症例の長期予後調査（ポスタ

ー発表） 

長晴彦、吉川貴己 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

胃乳頭腺癌の臨床病理学的特徴 胃

切除症例からの検討（ポスター発表） 

 

升田貴仁、滝口伸浩、

永田松夫、鍋谷圭宏、

池田篤、貝沼修、早田

浩明、趙明浩、外岡亨、

武藤頼彦、柳橋浩男、

山本宏 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

ロボット支援胃切除術の安全性を評

価する臨床第 II 相試験（口頭発表） 

 

寺島雅典、徳永正則、

谷澤豊、坂東悦郎、川

村泰一、杉沢徳彦、幕

内梨恵、三木友一朗、

後藤裕信、絹笠祐介、

金本秀行、上坂克彦 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

進行胃癌治癒切除症例における術前

栄養状態と治療成績の検討（口頭発

表） 

 

川村泰一、杉沢徳彦、

三木友一朗、幕内梨恵、

徳永正則、谷澤豊、坂

東悦郎、絹笠祐介、金

本秀行、上坂克彦、寺

島雅典 

第 114 回日本外科

学会定期学術集会、

京都市 

2014 年 4月 国内 

胃癌における術前と術後の予後因子

の比較（口頭発表） 
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山本宏 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

当院における残胃の癌に対する手術

および内視鏡治療（口頭発表） 

 

池田篤 滝口伸浩、鍋

谷圭宏、早田浩明、外

岡亨、武藤頼彦、趙明

浩、貝沼修、永田松夫、

山本宏 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 



 

胃癌におけるリンパ節郭清のポイン

トと術中トラブル対処法（口頭発表） 

寺島雅典 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

残胃癌のリンパ流に対する初回病変

の影響（口頭発表） 

幕内梨恵、坂東悦郎、

三木友一朗、杉沢徳彦、

徳永正則、谷澤豊、川

村泰一、絹笠祐介、上

坂克彦、寺島雅典 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

下肢静脈エコー検査による胃癌術前

の下肢静脈血栓症(DVT)スクリーニ

ング（口頭発表） 

谷澤豊、坂東悦郎、徳

永正則、川村泰一、杉

沢徳彦、絹笠祐介、金

本秀行、上坂克彦、寺

島雅典 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

胃切除後における呼吸器合併症のリ

スク因子およびその対策（口頭発表） 

 

三木友一朗、徳永正則、

谷澤豊、坂東悦郎、川

村泰一、絹笠祐介、金

本秀行、上坂克彦、寺

島雅典 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

切迫症状を有する進行胃癌に対する

R2 切除の現状（口頭発表） 

 

徳永正則、幕内梨恵、

三木友一朗、杉沢徳彦、

谷澤豊、坂東悦郎、川

村泰一、絹笠祐介、上

坂克彦、寺島雅典 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

胃癌手術後症例における周術期感染

症の現状と課題（口頭発表） 

 

川村泰一、杉沢徳彦、

三木友一朗、幕内梨恵、

徳永正則、谷澤豊、坂

東悦郎、寺島雅典 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

胃癌における extranodal 

metastasis の意義（ポスター発表） 

 

坂東悦郎、徳永正則、

谷澤豊、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦、杉

野隆、中島孝、寺島雅

典 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 



食道癌・胃癌の悪性狭窄に対する外

科治療の意義（口頭発表） 

 

鷲尾真理愛、佐藤弘、

竹下宏樹、藤森喜毅、

高瀬健一郎、春田泰宏、

櫻本信一、山口茂樹、

小山勇 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

腹腔鏡下胃癌手術における合併症危

険因子と治療成績向上にむけた対策

（口頭発表） 

 

金治新悟、鈴木知志、

原田仁、安田貴志、今

西達也、中村哲、田中

賢一、藤野泰宏、富永

正浩、掛地吉弘 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

残胃癌に対する臨床病理学的検討

（口頭発表） 

 

岩間密、錦耕平、牧野

知紀、白石治、安田篤、

新海政幸、今野元博、

今本治彦、古河洋、安

田卓司 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

腹腔鏡下胃全摘術後の Roux en Y 再

建法 合併症回避と定型化（口頭発

表） 

滝口伸浩、永田松夫、

鍋谷圭宏、池田 篤、貝

沼修、早田浩明、趙明

浩、外岡亨、斎藤洋茂、

柳橋浩男、有光秀仁、

小林亮介、知花朝史、

所為然、山本宏 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

パンディングレトラクターを用いた

背側胃間膜の腸間膜化による膵上縁

リンパ節郭清（口頭発表） 

 

井上健太郎、福井淳一、

尾崎岳、向出裕美、道

浦拓、徳原克治、里井

壯平、海堀昌樹、濱田

円、權雅憲 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

胃癌術後の膵液瘻の現状と重症化さ

せない対策（口頭発表）    

 

矢島和人、岩崎善毅、

庾賢、大日向玲紀、石

山哲、高橋慶一、松本

寛、山口達郎、中野大

輔 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 



QOL 調査からみた上部早期胃癌に対

する切除再建術式の検討（口頭発表） 

 

岩崎善毅、矢島和人、

石山哲、大日向玲紀、

庾賢、高橋慶一、山口

達郎、松本寛、中野大

輔 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

85 歳以上の超高齢者胃癌患者の短

期・長期手術成績（口頭発表） 

 

大日向玲紀、矢島和人、

庾賢、石山哲、岩崎善

毅、中野大輔、松本寛、

山口達郎、高橋慶一 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

HIV 感染を伴う胃切除症例の検討

（口頭発表） 

 

石山哲、岩崎善毅、矢

島和人、大日向玲紀、

庾賢、高橋慶一、松本

寛、山口達郎、中野大

輔、味澤篤 

第 69 回日本消化器

外科学会総会、郡山

市 

2014 年 7月 国内 

胃癌の進展度・生存転帰・再発形式

と血小板数の相関（ポスター発表） 

 

坂東悦郎、三木友一朗、

幕内梨恵、徳永正則、

谷澤豊、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦、寺

島雅典 

第 23 回日本がん転

移学会学術集会・総

会、金沢市 

2014 年 7月 国内 

SM1 胃癌のリンパ節転移頻度（ポス

ター発表） 

 

谷澤豊、坂東悦郎、川

村泰一、徳永正則、幕

内梨恵、三木友一朗、

絹笠祐介、上坂克彦、

寺島雅典 

第 23 回日本がん転

移学会学術集会・総

会、金沢市 

2014 年 7月 国内 

領域リンパ節に 10 個以上の転移を

認めた pT1 胃癌奨励の検討（ポスタ

ー発表） 

辰林太一、坂東悦郎、

本田晋策、三木友一朗、

幕内梨恵、徳永正則、

谷澤豊、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦、寺

島雅典 

第 23 回日本がん転

移学会学術集会・総

会、金沢市 

2014 年 7月 国内 



Trastuzumab 併用化学療法が著効

し、根治切除をおこなった多発肝転

移を有する HER-2 陽性食道胃接合部

癌の 1例（ポスター発表） 

 

本田晋策、谷澤豊、辰

林太一、三木友一朗、

幕内梨恵、徳永正則、

坂東悦郎、川村泰一、

絹笠祐介、上坂克彦、

寺島雅典 

第 23 回日本がん転

移学会学術集会・総

会、金沢市 

2014 年 7月 国内 

胃癌肝転移症例に対する治療戦略-

切除例における検討-（ポスター発

表） 

 

三木友一朗、谷澤豊、

幕内梨恵、徳永正則、

坂東悦郎、川村泰一、

寺島雅典 

第 23 回日本がん転

移学会学術集会・総

会、金沢市 

2014 年 7月 国内 

肥満を伴う胃癌手術に対する術前減

量方法の開発（ポスター発表） 

 

井上健太郎、木村穣、

吉内佐和子、毛利恵子、

川口早苗、中嶋佐知子、

中村夏子、北村晃子、

宮内拓史、那須加奈子、

濱田円、權雅憲 

第 32 回日本肥満症

治療学会学術集会、

大津市  

2014 年 7 月 国内 

食道癌術後における再建胃管癌 8 

例の検討（ポスター発表） 

 

錦耕平、曽我部俊介、

岩間密、牧野知紀、白

石治、安田篤、新海政

幸、今野元博、古河洋、

今本治彦、安田卓司 

第 68 回日本食道学

会学術集会、東京 
2014 年 7月 国内 

胃空腸バイパス手術症例における術

前予後指標としての GPS（口頭発表） 

 

西川和宏、川田純司、

福田泰也、山本和義、

平尾素宏、藤谷和正、

吉田洋、岩瀬和裕、田

中康博、高橋邦恵、遠

藤俊治、原田百合奈、

原口直紹、三宅正和、

浅岡忠史、宮本敦史、

宮崎道彦、池田正孝、

中森正二、関本貢嗣 

日本外科代謝栄養

学会第 51 回学術集

会、大阪市 

2014 年 7月 国内 



高齢胃癌胃切除患者におけるサルコ

ぺニアの術後合併症発生に与える影

響（口頭発表） 

 

山本和義 福田泰也、

西川和宏、平尾素宏、

中山環、森住蘭、永妻

佑季子、谷川清、原口

直紹、三宅正和、浅岡

忠史、宮本敦史、池田

正孝、中森正二、関本

貢嗣 

日本外科代謝栄養

学会第 51 回学術集

会、大阪市 

2014 年 7月 国内 

HER2 陽性切除不能進行再発胃癌に

おいて trastuzumab beyond 

progression は有用か？（口頭発表） 

成田有季哉、門脇重憲、 

谷口浩也、高張大亮、

宇良敬、安藤正志、丹

羽康正、原浩樹、山口

研成、室圭 

第 12 回日本臨床腫

瘍学会学術集会、福

岡市 

2014 年 7月 国内 

HER2 陽性進行胃癌におけるトラス

ツズマブ併用化学療法の予後因子と

しての HER2 免疫染色性の意義（口頭

発表） 

 

門脇重憲、成田有季哉、

小森梓、野村基雄、谷

口浩也、高張大亮、宇

良敬、安藤正志、丹羽

康正、室圭 

第 12 回日本臨床腫

瘍学会学術集会、福

岡市 

2014 年 7月 国内 

 

胃癌に対する定型的 Reduced Port 

Surgery―低侵襲性と根治性のベス

トバランス―（口頭発表） 

稲木紀幸 

第3回Reduced Port 

Surgery Forum、福

井市 

2014 年 8 月 国内 

食道胃接合部腺癌に対する術前化学

療法+手術の安全性と短期有効性：

COMPASS 附随研究（口頭発表） 

 

吉川貴己、田辺和照、

西川和弘、伊藤友一、

林勉、青山徹、長谷川

慎一、尾形高士、長晴

彦、坂本純一 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

切除不能進行胃癌に対する胃空腸バ

イパス手術症例の治療成績（ポスタ

ー発表） 

 

西川和宏、川田純司、

藤谷和正、平尾素宏、

山本和義、福田泰也、

福井亜希子、高木麻里、

原口直紹、三宅正和、

浅岡忠史、宮本敦史、

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 



池田正孝、中森正二、

関本貢嗣 

胃癌化学療法起因の口腔粘膜炎に対

する半夏瀉心湯(TJ-14)の有効性の

検討(PII 試験)（口頭発表） 

 

滝口伸浩、青山徹、西

川和宏、藤田淳也、平

林直樹、片岡政人、徳

永行彦、飯島正平、小

林道也、松井隆則、小

川了、多久佳成、大庭

真梨、坂本純一、円谷

彰 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

進行胃癌に対する外科治療戦略（口

頭発表） 
寺島雅典 

 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

Clinical Stage により規定される胃

癌ガイドラインリンパ節郭清範囲の

妥当性（口頭発表） 

 

坂東悦郎、三木友一朗、

幕内梨恵、徳永正則、

谷澤豊、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦、寺

島雅典 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

術後補助化学療法の対象とならない

pStageⅠ、Ⅱ胃癌の予後（ポスター

発表） 

徳永正則、三木友一朗、

幕内梨恵、谷澤豊、坂

東悦郎、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦、寺

島雅典 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

非治癒切除（R2）胃癌における予後

因子としての術式の影響（ポスター

発表） 

 

川村泰一、三木友一朗、

幕内梨恵、徳永正則、

谷澤豊、坂東悦郎、寺

島雅典、安井博史 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

胃癌における機能温存手術（口頭発

表） 

 

鈴木知志、金新悟、中

村哲、山本将士、金光

聖哲、山下公大、今西

達也、角泰雄、田中賢

一、掛地吉弘 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 



CY1 進行胃癌に対する治療戦略とそ

の成績（口頭発表） 

 

新海政幸、今野元博、

村瀬貴昭、曽我部俊介、

錦耕平、牧野知紀、岩

間密、白石治、安田篤、

今本治彦、奥野清隆、

古河洋、安田卓司 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

胃癌腹膜播種による腸閉塞に対する

緩和的手術の意義（口頭発表） 

 

岩崎善毅、矢島和人、

石山哲、大日向玲紀、

高橋慶一、山口達郎、

松本寛、中野大輔 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

高度進行胃癌に対する姑息的胃全摘

術の検討（口頭発表） 

 

川崎浩一郎、矢島和人、

庾賢、大日向玲紀、石

山哲、岩崎善毅 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会、横浜

市 

2014 年 8月 国内 

進行 HER2 陽性胃癌の臨床病理学的

特徴に関する検討（口頭発表） 

 

門脇重憲、成田有季哉、

小森梓、野村基雄、谷

口浩也、高張大亮、宇

良敬、安藤正志、丹羽

康正、室圭 

第 52 回日本癌治療

学会学術集会 横

浜市 

2014 年 8 月 国内 

当院における胃癌に対する腹腔鏡手

術の変遷とその成績（口頭発表） 

 

森山秀樹、稲木紀幸、

松井亮太、俵広樹、斉

藤直毅、奥出輝夫、山

本大輔、北村祥貴、太

田尚宏、黒川勝、伴登

宏行、山田哲司 

第 52 回北陸胃癌談

話会、金沢市 
2014 年 8月 国内 

Diagnosis with the image 

enhancement system for serosa 

invasion and peritoneal 

dissemination of gastric cancer

（口頭発表） 

Noriyuki Inaki 

 

26th 

International 

conference of the 

society for 

medical inovation 

and technology 

2014, Shanghai 

2014 年 9 月 国外 



Prognostic significance of 

survivin expression in patients 

with gastric cancer（ポスター発表） 

M. Terashima, K. 

Hatakeyama, Y. 

Yamakawa, Y. Miki, R. 

Makuuchi, S. Honda, 

T. Tatsubayashi, M. 

Tokunaga, Y. 

Tanizawa, E. Bando, 

T. Kawamura, K. 

Oshima, T. Mochizuki 

ESMO 2014, Madrid 2014 年 9 月 国外 

Impacts of progression type on 

overall survival in advanced 

gastric cancer: Randomized PⅢ 

study of S-1＋oxaliplatin vs.S-1 

＋cisplatin（ポスター発表） 

 

Nishikawa K,Yamada 

Y,Higuchi K,Gotoh 

M,Fuse N,Sugimoto 

N,Nishina T,Amagi 

K,Chin K,Niwa Y,Tsuji 

A,Imamura H,Tsuda 

M,Yasui H,Fujii 

H,Yamaguchi K,Yasui 

H,Hironaka S,Hamada 

C,Hyodo I 

ESMO 2014, Madrid 2014 年 9 月 国外 

Multicenter phase Ⅱ trial of 

adjuvant S-1 plus Docetaxel for 6 

months in patients with 

pathological stage Ⅲ gastric 
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例の検討（口頭発表） 

坂本啓、矢島和人、大

日向玲紀、石山哲、岩

崎善毅、中野大輔、松

本寛、山口達郎、高橋

慶一、市川寛、若井俊

文 

第 27 回日本内視鏡

外科学会総会、盛岡

市 

2014 年 10 月 国内 

当科における腹腔鏡補助下噴門側胃

切除術(LAPG)の短期成績（口頭発表） 

 

石山哲、大日向玲紀、

矢島和人、庾賢、高橋

慶一、岩崎善毅 

第 44 回胃外科術後

障害研究会、富士宮

市 

2014 年 10 月 国内 

80 歳以上の胃癌患者に対する腹腔

鏡下胃切除術の短期成績（口頭発表） 

 

大日向玲紀、矢島和人、

庾賢、石山哲、岩崎善

毅 

第 44 回胃外科術後

障害研究会、富士宮

市 

2014 年 10 月 国内 

幽門側胃切除術、RY 法再建後の胆道

系合併症から見た遠隔成績（口頭発

表） 

 

天木美里、矢島和人、

岩崎善毅、庾賢、大日

向玲紀、石山哲、中野

大輔、松本寛、山口達

郎、高橋慶一 

第 44 回胃外科術後

障害研究会、富士宮

市 

2014 年 10 月 国内 

腹腔鏡下幽門側胃切除術、RY 法再建

後のイレウス症例の検討（口頭発表） 

 

矢島和人、岩崎善毅、

天木美里、庾賢、大日

向玲紀、石山哲、中野

大輔、山口達郎、松本

寛、高橋慶一 

第 44 回胃外科術後

障害研究会、富士宮

市 

2014 年 10 月 国内 

3D ハイビジョンシステムを用いた

腹腔鏡下胃切除術の安全性、有効性

に関する検討（口頭発表） 

 

庾賢、岩崎善毅、矢島

和人、石山哲、大日向

玲紀、高橋慶一、山口

達郎、松本寛、中野大

輔 

第 44 回胃外科術後

障害研究会、富士宮

市 

2014 年 10 月 国内 



糖尿病を持つ胃がん患者に対する胃

切除の影響について（ポスター発表） 

 

淺海信也、井谷史嗣、

大川広、中野敢友、黒

瀬洋平、石井龍宏、伊

藤雅典、吉本匡志、門

田一晃、日置勝義、貞

森裕、大野聡、金仁洙、

高倉範尚 

第 12 回日本消化器

外科学会大会、神戸

市 

2014 年 10 月 国内 

 

胃癌における腹腔内洗浄細胞診の術

中迅速診断と最終診断の比較（口頭

発表） 

坂東悦郎、谷澤豊、寺

島雅典 

第 12 回日本消化器

外科学会大会、神戸

市 

2014 年 10 月 国内 

 

低栄養を伴う胃癌手術症例に対する

最適な術前栄養介入法の探索～当院

の７年間の経験から～（口頭発表） 

山本和義 西川和宏、

平尾素宏 

第 12 回日本消化器

外科学会大会、神戸

市 

2014 年 10 月 国内 

胃癌における占拠部位別の術前深達

度診断の正確性の検討（ポスター発

表） 

坂東悦郎、幕内梨恵、

三木友一朗、徳永正則、

谷澤豊、絹笠祐介、上

坂克彦、寺島雅典 

第 56 回日本消化器

病学会大会、神戸市 
2014 年 10 月 国内 

早期胃癌に対する 非開放式腹腔

鏡・内視鏡合同手術（closed-LECS）

の経験（口頭発表） 

 

森山秀樹、稲木紀幸、

俵広樹、斎藤直毅、奥

出輝夫、松井亮太、山

本大輔、北村祥貴、太

田尚宏、黒川勝、伴登

宏行、富永桂、土山寿

志、山田哲司 

第 47 回北陸内視鏡

外科研究会、金沢市 
2014 年 11 月 国内 

肉眼的に根治切除可能な少数の Pや

CY 症例を対象とした術前補助化学

療法-COMPASS Phase II 試験のサブ

セット解析（口頭発表） 

 

吉川貴己、田邊和照、

伊藤友一、西川和宏、

松井隆則、林勉、青山

徹、長晴彦、円谷彰、

宮下由美、坂本純一 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 



腹腔鏡下胃切除における術や展開と

膵周囲リンパ郭清のポイント（口頭

発表） 

 

春田周宇介、篠原尚、

大倉遊、水野文、小林

直、福井雄大、李世翼、

上野正紀、宇田川晴司 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

進行胃癌に対する腹腔鏡補助下幽門

側胃切除術のエビデンス：多施設共

同第Ⅱ相試験の結果より(口頭発表） 

 

衛藤剛、稲木紀幸、内

山和久、桜本信一、片

田夏也、國崎主税、佐

近雅宏、山下好人、土

岐祐一郎、白石憲男、

北野正剛 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

根治切除不能胃癌に対する胃空腸吻

合術の検討（口頭発表） 

 

西川和宏 平尾素宏、

山本和義、福田泰也、

川田純司、藤谷和正、

原田百合奈、前田栄、

原口直紹、三宅正和、

浅岡忠史、宮本敦史、

池田正孝、中森正二、

関本貢嗣 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

本邦から発信する胃癌術前化学療法

のエビデンス-JCOG 試験から-（口頭

発表） 

 

徳永正則、寺島雅典、

伊藤誠二、岩崎善毅、

円谷彰、中村健一、朴

成和、佐野武、笹子三

津留 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

鏡視下手術から学ぶ開腹手術のリン

パ節郭清（口頭発表） 

 

寺島雅典、大森隼人、

高木航、平田史子、本

田晋策、辰林太一、三

木友一朗、幕内梨恵、

徳永正則、谷澤豊、坂

東悦郎、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 



胃切除術に対する ERAS プロトコー

ルの導入とその成績（口頭発表） 

幕内梨恵、杉沢徳彦、

大森隼人、高木航、平

田史子、辰林太一、本

田晋策、三木友一朗、

徳永正則、谷澤豊、坂

東悦郎、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦、寺

島雅典 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

胃癌に対する ESD 後追加外科切除症

例のリンパ節転移についての検討

（口頭発表） 

 

平田史子、坂東悦郎、

高木航、大森隼人、本

田晋策、辰林太一、三

木友一朗、幕内梨恵、

徳永正則、谷澤豊、川

村泰一、小野裕之、絹

笠祐介、上坂克彦、寺

島雅典 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

胃癌単発リンパ節転移症例における

原発部位と転移領域の検討（口頭発

表） 

 

高木航、坂東悦郎、大

森隼人、平田史子、辰

林太一、本田晋策、幕

内梨恵、三木友一朗、

徳永正則、谷澤豊、川

村泰一、絹笠祐介、上

坂克彦、寺島雅典 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

十二指腸浸潤胃癌のおける浸潤距離

の生存転帰への影響の検討（口頭発

表） 

 

大森隼人、坂東悦郎、

高木航、平田史子、辰

林太一、本田晋策、三

木友一朗、幕内梨恵、

徳永正則、谷澤豊、川

村泰一、絹笠祐介、上

坂克彦、寺島雅典 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 



 喫煙と胃癌術後患者の無再発生存

期間との関連の検討（口頭発表） 

 

古谷晃伸、坂東悦郎、

三木友一朗、幕内梨恵、

徳永正則、谷澤豊、川

村泰一、絹笠祐介、上

坂克彦、寺島雅典 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

胃癌における術前の客観的栄養指標

と生存転帰との相関（口頭発表） 

 

坂東悦郎、幕内梨恵、

三木友一朗、徳永正則、

谷澤豊、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦、寺

島雅典 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

同時性多発分化型早期胃癌の２例

（ポスター発表） 

 

眞部祥一、谷澤豊、大

森隼人、高木航、平田

史子、辰林太一、本田

晋策、幕内梨恵、三木

友一朗、徳永正則、坂

東悦郎、川村泰一、絹

笠祐介、上坂克彦、寺

島雅典 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

胃癌腹膜播種による腸閉塞に対する

緩和的手術（口頭発表） 

岩崎善毅、矢島和人、

石山哲、大日向玲紀、

高橋慶一、山口達郎、

松本寛、中野大輔 

第 76 回日本臨床外

科学会総会、郡山市 
2014 年 11 月 国内 

 

Project HOPE (High-tech 

Omics-based Patient Evaluation 

for Cancer Clinics) for Gastric 

Cancer 

 

胃癌に対するマルチオーミクス解析

を用いた癌患者評価（口頭発表） 

寺島雅典、楠原正俊、

大島啓一、浦上研一、

幕内梨恵、三木友一朗、

川村泰一、坂東悦郎、

谷澤豊、徳永正則、山

口建 

第 25 回日本消化器

癌発生学会総会、福

岡市 

2014 年 11 月 国内 



Laparoscopic total gastrectomy 

with Roux en Y reconstruction; the 

benefits of intracorporeal 

anastomosis by hand-sewn 

purse-string suture（ポスター発

表） 

 

N. Takiguchi, M. 

Nagata, Y. Nabeya, A. 

Ikeda, O. Kainuma,   

H. Soda, A. Cho, T. 

Tonooka, H. Arimitsu, 

H. Yanagibashi,  

H. Yamamoto 

 

24th World 

Congress of IASGO, 

Vienna  

2014 年 12 月 国外 

 

Robotic gastrectomy with D2 

lymphadenectomy for gastric 

cancer（口頭発表） 

Terashima Masanori 

24th World 

Congress of IASGO, 

Vienna  

2014 年 12 月 国外 

Results of surgical resection 

after induction chemotherapy for 

gastric cancer with distant lymph 

node metastasis（ポスター発表） 

 

Y. Tanizawa, E. 

Bando, M. Tokunaga, 

T. Kawamura, Y. Miki, 

R. Makuuchi, Y. 

Tsubosa, Y. Kinugasa, 

K. Uesaka, M. 

Terashima 

24th World 

Congress of IASGO, 

Vienna  

2014 年 12 月 国外 

Clinical value of 

immunocytological findings of 

peritoneal lavaged fluid in 

Gastric Cancer（ポスター発表） 

 

Etsuro Bando, 

Norihiko Sugisawa, 

Masanori Tokunaga, 

Yutaka Tanizawa, 

Taiichi Kawamura, 

Yusuke Kinugasa, 

Katsuhiko Uesaka, 

Takashi Sugino, 

Takashi Nakajima, 

Masanori Terashima 

  

24th World 

Congress of IASGO, 

Vienna  

2014 年 12 月 国外 



Surgical outcomes laparoscopic 

gastrectomy for the obese patients 

with body mass index of 30kg/m2 and 

over（ポスター発表） 

 

Momoko Sakurai, 

Kazuhito Yajima, 

Yoshiaki Iwasaki, Ken 

Yuu, Ryouki Oohinata, 

Satoshi Ishiyama, 

Daisuke Nakano, 

Tatsuro Yamaguchi, 

Hiroshi Matsumoto, 

Keiichi Takahashi 

24th World 

Congress of IASGO, 

Vienna  

2014 年 12 月 国外 

A randomized 2x2 phase II trial 

comparing two and four courses of 

S-1/cisplatin (SC) and 

paclitaxel/cisplatin (PC) as 

neoadjuvant chemotherapy for 

locally resectable advanced 

gastric cancer. Survival results 

of COMPASS（ポスター発表） 

Takaki Yoshikawa, 

Kazuaki Tanabe, 

Kazuhiro Nishikawa, 

Kazumasa Fujitani, 

Yuichi Ito, Takanori 

Matsui, Tsutomu 

Hayashi, Toru Aoyama, 

Haruhiko Cho, Satoshi 

Morita, Yumi 

Miyashita, Akira 

Tsuburaya, Junichi 

Sakamoto 

2015 ASCO-GI, San 

Francisco 
2015 年 1 月 国外 

Risk factors for peritoneal 

recurrence in serosa-negative 

gastric cancer.（ポスター発表） 

 

Hayato Omori, 

Yuichiro Miki, Wataru 

Takagi, Fumiko 

Hirata, Taichi 

Tatsubayashi, 

Shinsaku Honda, Rie 

Makuuchi, Masanori 

Tokunaga, Yutaka 

Tanizawa, Etsuro 

Bando , Taiichi 

Kawamura, Masanori 

Terashima 

2015 ASCO-GI, San 

Francisco 
2015 年 1 月 国外 



A phase II study of systemic 

chemotherapy with docetaxel, 

cisplatin, and S-1 (DCS) followed 

by gastrectomy with D2 plus 

para-aortic lymph node (PAN) 

dissection for gastric cancer with 

extensive lymph node metastasis 

(ELM): Japan Clinical Oncology 

Group Study JCOG1002.（ポスター発

表） 

 

Seiji Ito, Takeshi 

Sano, Hiroshi 

Katayama, Junki 

Mizusawa, Daisuke 

Takahari, Mitsuru 

Sasako, Hitoshi 

Katai, Yoichi Tanaka, 

Takahiro Kinoshita, 

Masanori Terashima, 

Atsushi Nashimoto, 

Hiroki Yamaue, 

Norimasa Fukushima, 

Makoto Yamada, 

Yoshiyuki Fujiwara, 

Yutaka Kimura, 

Takeshi Azuma, 

Tsunehiro Yoshimura 

2015 ASCO-GI, San 

Francisco 
2015 年 1 月 国外 

Multiomics profiling for gastric 

cancer using high-tech 

omics-based patient evaluation 

(HOPE).（ポスター発表） 

 

Masanori Terashima, 

Keiichi Oshima, 

Masatoshi Kusuhara, 

Kennichi Urakami, 

Masanori Tokunaga, 

Yutaka Tanizawa, 

Etsuro Bando , 

Taiichi Kawamura, Rie 

Makuuchi, Yuichiro 

Miki, Keiichi 

Hatakeyama, Ken 

Yamaguchi 

2015 ASCO-GI, San 

Francisco 
2015 年 1 月 国外 



Histological evaluation of tumor 

response in metastatic lymph node 

after preoperative chemotherapy 

for gastric cancer.（ポスター発表） 

Shinsaku Honda, 

Yuichiro Miki, Yutaka 

Tanizawa, Wataru 

Takagi, Fumiko 

Hirata, Hayato Omori, 

Taichi Tatsubayashi, 

Rie Makuuchi, 

Masanori Tokunaga, 

Etsuro Bando, Taiichi 

Kawamura,Takashi 

Nakajima, Masanori 

Terashima 

2015 ASCO-GI, San 

Francisco 
2015 年 1 月 国外 

The survival outcome after hepatic 

resection in patients with liver 

metastasis from gastric cancer.

（ポスター発表） 

 

Taichi Tatsubayashi, 

Yuichiro Miki, Wataru 

Takagi, Fumiko 

Hirata, Hayato Omori, 

Shinsaku Honda, 

Yutaka Rie Makuuchi, 

Masanori Tokunaga, 

Tanizawa, Etsuro 

Bando , Taiichi 

Kawamura, Masanori 

Terashima 

2015 ASCO-GI, San 

Francisco 
2015 年 1 月 国外 

Effect of clinical stage on 

survival outcome in patients with 

pathological stage I gastric 

cancer.（ポスター発表） 

 

Masanori Tokunaga, 

Rie Makuuchi, 

Yuichiro Miki, Yutaka 

Tanizawa, Etsuro 

Bando , Taiichi 

Kawamura, Masanori 

Terashima 

2015 ASCO-GI, San 

Francisco 
2015 年 1 月 国外 

     



２．学会誌・雑誌等における論文掲載 
   

掲載した論文（発表題目） 発表者氏名 

発表した場所 

（学会誌・雑誌等

名） 

発表した時期 国内・外の別 

Phase I study of sunitinib plus S-1 

and cisplatin in Japanese patients 

with advanced or metastatic 

gastric cancer. 

 

Boku N, Muro K, 

Machida N, Hashigaki 

S, Kimura N, Suzuki M, 

Lechuga M, Miyata Y. 

Investigational 

New Drugs, 

32(2):261-270 

2014 年 4 月 国外 

Survival analysis of adjuvant 

chemotherapy with S-1 plus 

cisplatin for stage III gastric 

cancer. 

 

Takahari D, Hamaguchi 

T, Yoshimura K, Katai 

H, Ito S, Fuse N, 

Konishi M, Yasui H, 

Terashima M, Goto M, 

Tanigawa N, Shirao K, 

Sano T, Sasako M. 

Gastric Cancer, 

17(2):383-386 
2014 年 4 月 国外 

Comparison of perioperative and 

long-term outcomes of total and 

proximal gastrectomy for early 

gastric cancer: a 

multi-institutional 

retrospective study. 

Masuzawa T,Takiguchi 

S, Hirao M, Imamura 

H,Kimura Y, Fujita J, 

Miyashiro I, Tamura 

S, Hisataku M, 

Kobayashi K, Fujiwara 

Y, Mori M, Doki Y 

World Journal of 

Surgery, 

38(5):1100-1106 

2014 年 5 月 国外 

 

Long-term quality-of-life 

comparison of total gastrectomy 

and proximal gastrectomy by 

Postgastrectomy Syndrome 

Assessment Scale (PGSAS-45): a 

nationwide multi-institutional 

study. 

Takiguchi N, 

Takahashi M, Ikeda M, 

Inagawa S, Ueda S, 

Nobuoka T, Ota M, 

Iwasaki Y, Uchida N, 

Kodera Y, Nakada K. 

Gastric Cancer, 

Epub ahead of 

print 

2014 年 5 月 国外 



 

Neoadjuvant chemotherapy with S-1 

and cisplatin followed by D2 

gastrectomy with para-aortic 

lymph node dissection for gastric 

cancer with extensive lymph node 

metastasis. 

A. Tsuburaya, J. 

Mizusawa, Y. Tanaka, 

N. Fukushima, A. 

Nashimoto, and M. 

Sasako 

The British 

Journal of 

Surgery, 

101(6):653-660 

2014 年 5 月 国外 

 

Postgastrectomy Syndrome 

Assessment Scale (PGSAS)-45 and 

changes in body weight are useful 

tools for evaluation of 

reconstruction methods following 

distal gastrectomy. 

Terashima M, Tanabe 

K, Yoshida M, 

Kawahira H, Inada T, 

Okabe H, Urushihara 

T, Kawashima Y, 

Fukushima N, Nakada 

K. 

Annals of Surgical 

Oncology, 

21(3):S370-378 

2014 年 6 月 国外 

Accuracy of CT Staging of Locally 

Advanced Gastric Cancer after 

Neoadjuvant Chemotherapy: Cohort 

Evaluation within a Randomized 

Phase II Study. 

 

Yoshikawa T, Tanabe 

K, Nishikawa K, Ito Y, 

Matsui T, Kimura Y, 

Hasegawa S, Aoyama T, 

Hayashi T, Morita, S, 

Miyashita Y, 

Tsuburaya A and 

Sakamoto J 

Annals of Surgical 

Oncology, 

21(3):S385-389 

2014 年 6 月 国外 

Development and external 

validation of a nomogram for 

overall survival after curative 

resection in serosa-negative, 

locally advanced gastric cancer. 

 

S. Hirabayashi, S. 
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